
日中韓物流大臣会合について

第６回日中韓物流大臣会合を、平成２８年に中国にて開催予定。

以下のような取組を日中韓三国で実施し、物流のシームレス化等を推進

１．シャーシの相互通行の実施（日韓、中韓）

２．日中韓で港湾におけるコンテナの位置情報を可視

化するためのシステム（NEAL-NET（ニール・ネッ

ト））の構築・拡充

３．標準化された物流機材（パレット）の普及、リターナ

ブル化の促進

４．北極海航路開拓に係る協調の枠組みの構築

日中韓三国の経済関係が緊密化し、三国間の物流が重要な役割を担う中、
円滑な物流の実現等に向け、日中韓が課題を解決し、協力を推進する枠組み。

日中韓物流大臣会合について

主な取組み

開催時期 開催地

第１回 平成１８年９月 韓国・ソウル

第２回 平成２０年５月 日本・岡山

第３回 平成２２年５月 中国・成都

第４回 平成２４年７月 韓国・プサン

第５回 平成２６年８月 日本・横浜
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共同声明及び行動計画について

物流分野の協力の三大目標

日中韓三国が、以下の目標の達成に向けて、今後協力すべき物流分野における主要な取組みを記載。

シームレス物流システムの実現

環境にやさしい物流の構築 安全かつ効率的な物流の両立

「共同声明」

上記３大目標の達成に向けた、１２項目の取組みに係るこれまでの成果と今後の具体的な取組みを記載。

「行動計画」 （共同声明の附属書）

項目 担当国 内容 項目 担当国 内容

１ 韓国 制度の改善等の課題解決
（例：パレットの繰り返し利用、北極海航
路）

７ 韓国 物流のセキュリティ

２ 日本 シームレス物流の実現
（例：シャーシの相互通行）

８ 韓国 共同研究の円滑化

３ 中国 物流情報ネットワークの構築
（例：ニール・ネット）

９ 中国 港湾局長級会合における協議
（例：クルーズ産業振興）

４ 中国 先進的取組の情報交換 １０ 日本 環境にやさしい物流
（例：大気汚染物質の削減）

５ 日本 物流機材の標準化
（例：パレットの品質等の国家規格化）

１１ 日本 ３ＰＬビジネス促進

６ 中国 港湾協力の促進 １２ 韓国 ASEANとの協力

※今後、項目の構成を見直す方向で調整


